
望月他：幼児の言語発達に関する研究

幼児の言語発達に関する研究・（1）r

一言語活動における母親の役割÷1

研究第5部望月 武子
　　　　　丸　尾　あき子

1　目 的

　子どもの世謡のし方や子どもの行動に対する応じ方）

子どもと接する時間の多少など，目常生活において，何

気なく行われている母子間の相互交渉のあり方が，子ど

もの言語発達に及ぼす影響は大きいものであると考えらr

．れているo

　このような母子間の相互交渉の様相は，子どもの発達

・に伴って当然変って来るものであろうし，子どもの傾向

1が活動的，積極的であるか否か♪発逮的な問題や健康上

φ問題の有無などによっても異なるであろう。またン母

親ρ性格や，育児に対する意識や関心の程度によっても

．差が生じるであろうo

奪で』1）』搬の母親は子どもに対しどのよう臆

識をもち，ご④ような擦し方をしているのか，また，そ

㊨接し方は子どもの発達とどのような関係があるのか，

臼実態を調べて一般的傾向を捉えようとした。

　2〉　一方，言語発逮の遅れを訴えて相談に来所する事

例の中には，子どもの言語活動に対する母親の態度に問

題を感じさせうものが少なく奉い。子どもの嘗語発逮に

遅麹が隼じている場合，母親自身は多忙で子どもの相手

を’しなかった，話しかけが少なかったなどということに

．遅れの原因を求めたがる傾向が強い。しかし，子どもに

．対する母親の態度は子ども自身の発達や活動性と関係が

深く，単に親の態度のみが言語発達の遅れの原因である

とすることはできないように思われるぴしかし反面では．

・言語発遷の遅れ’に気がついた母親が・不安とあせりのた

めグ適切でない接し方をして，副次的に問題を大きくし

ているこ．とも見逃せないo

　したがって2言語発達遅滞児に対する母親の接し方を

調べ，1）の調査群と塊較デ検討すうζ とにょづてン言語

発達に対し好ましい態度や働きかけはどのよ1うなもので

あるかン発達を促進2あるいは阻害する要因は何かなど

を考えようとした。

∬　方　　法

　日常生活の中で，子どもに与えられる言語的刺激の与

え方，子どもの発声や誕しかけに対する応じ方，交流の

場のもち方ジ言語発達に対する母親の意識などに関する

質問項目を検討し1質問紙を作成した。㍉

　そしてグ、』方は保健指導部で継時的に指導をうけてい

る1歳から3歳までの幼児の中から♪ランダムに200名

を抽出しダ質問紙を送付して母親に回答を求めた。回答

数は140名である。

　他方ことばの遅れを訴えて教養相談室を訪れた2歳～

4歳の幼児の母親79名に同じ質問紙に1記入を求めた。

　子どもの年齢及び発達指数の分布は第1表の通りであ

る。なお・言語発達遅滞児の発達指数の平均値は64．5で

第1表　調査対象児

正常発逮児

年　令 人数

1＝0～1＝5‘1至6～1：11

＝0廻3＝0

計　

　60
43

37

40

言 語発達遅滞児

年　令 1人数1醜緻1人数

2：0配2：5　　　18

2：6押2：11　　23

3：0～3＝5　　　20

3＝6阿3＝11　 　4

4：0創4：5　　　7

4＝6卍4＝117
　　計　　　79

30パ　　　3

40｝ 　11
50～　　21

60卍　　　14

70阿　　　10

80一　　』こ’5

90醒　　　6

100ん　　　21
　？　　　』6
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ある。

皿　結果及び考察

1。正常発逮を示す子どもに対する母親の態度

　子どもの発逮段階によ窮子どもへの接し方，応待の

しかたは変って来るであろうζとが予想されるので，子

どもの年齢により1歳～1歳5か月‘（60名）1畿働≦月

一1歳11か月（43名）2歳以上（37名）に区分してその

傾向をみた。

　第2表一1）にみられるように，子どものことばの発

達が早いと感じているものは子どもの成長とともに著し

く増加してやるo逆に，遅れていると感じているものも

増えてお窮発逮の個人差が目だって来ることを物語っ

ていてンみ？ラで喬ると感じてい舜ものギ少なく尽って

いるo
　－2）語しかける時はよくわかるよづに話すことを心

がけているというものが多くン年少の時期ほどその傾向

が認められるo

　－3）子どもに対しては努めて藷しかけているという

ものよりも自鐸に接しτ矯るとヤ・うも㊨が多い。

　一4）こ≒ばをいわせようとして口まねさせることは

時々する孝y・うもの解多いが，成長するに従って減少し

口まねさせない≧腔うものの割合が増加して来る6

　r5） 子どもといっしょに遊んだり1話したり、すること

、一 ）外出レた時，、子どもの興味をもちそうなものを

みつけ語し角》け嶺；と峠共に，多いとするものと，ふつ

うとするものが相半ばしており，保健指導をうけている

母親であるためか，子ξもへの関心は高い。この年齢段

階では親の接し方1こは発逮によ．る差はみられない。

　一7）家庭内で家族へのことづけ，手伝いを頼むこと

は，1歳6力棚以後急導に増加して郭窮子どもの理解

第2表　言語活動に対する親の態度（表中※印は発達に

　　　よる差のみられるもの〉
☆一 ・第2表の1〉から33）まで，いづれも，左から

　　　く項目》年齢階級〈1：0～1：5×1：6－1：
　　11＞く2＝0～3＝0＞の順に，象た各年齢階級と
　　、． も（例数）．と．（％）を記載した。

1）粧楢発ん19；とぱ曝猷つヤ・てど憾じて
　いますがr

2）子どもに話しかける時よくわかるように話すことを

　心がけていますか

ウ捌重夙ピ・弓』．

あまり考えていない

無記入
一讐欄構il

3〉　どうせわか一 ないだろうと思って語しかけることが
　少なくありませんか
努めて話しかけてい

21　35．0 16　37．2 6　16．2

自然に接している 34　56．7 26　60．5 30　81．1
語しかけが少ない 4　6，7 1　2．3 1　2．7

無　記　入 1　1，7

4）ことばを言わせようとして口まねさせることが多い

　ですか

多　い 5　8．3 3　7。0 ※1　2．7
時　々 47　78．3 31　72．1 21　56．8

させない 8　13．3 8　18．6 15　40．5
無 記入 1　2．3

5）　こどもといっしょに遊んだり話したりすることが多

　いですか

多　い

ふ　つ　う

少　な　い

lilil§罪：ll瑚

6）外出した時，子ども伶興味をもちそうなものをみづ

　け話しかけることが多いですか

多　い

ふ　つ　う

　なrい

28　46．7

9　48．3

　5，0

24　55．8

6　37．2

　7．0

21一一56二8

5　40，5

　2．7

7）家庭内で家族への簡単なことづけやお手伝いを頼む
　ことが多V・ですか

多

ふ

少

無

い

つ　う

な　い

記　入

隣警ilil縷…i：

　　　　年齢1項目r　　　　1：0酎1：5

16一工：112：0～

発達が早ヤき、

ふ？う

くれている

記入

7、11．7

8　80。0

　　6．7

　1．7

、12　27．9

6　60．5

　11．5

※16　43．2

14　37．8

7　18，9

8）　お語を聞かぜたり本を読んであげるような相手をよ

　くしますか

すすんでする（多い）
子どものi藝求があれ
ば
少　な　い

無　記、入

i謹1難
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9）　マ・っしょに童謡をラたったり，ヒ；一ドをき勘’だり

　することが多いですか　・

多　い　　ノ 18・130．0 工5　34．9r 11　29．7

ふ　つ”う一 囲 29．48．3 22　51．2
18

48．6

少　な　い 12　20．0 6　14．0 8　21．6

無1記　入　 1　1．7

10）朝晩のあいさつ2外出，帰宅などに子ど、もにも声を

　かけてあげることが多いですか

16ア子ともが語すよう濠幼児音を衷ねて使いますかい

まねて使う一』 2　 3－3 工・　213 11　2ご7

時々はまねる 3660．0 24　55．8
14

37。
8i

正しい発音で話す 1931．7 19　44i2 2259，5．

無　記　入」 3　5』0

1？）幼児語を使づてないけないと考え，大人に話すよ』う

なこと斉まを使ヤ・ますカ｝

多　い

少　な　い

無記入

53　88i3

6　10，0

1　1，7

40　93，0

3　7．0

37　工00．10

1工） 子どものやって炉ることを止めさせる時，なかなか

　止め揖い場食はごうレますが

がなり幼児語を使う

時々幼児藷を使う、』．．

幼児語は使わ．ない』

欄萎粥il
18） 子どもの言うごと渉たどだどしく待っていられずプ

　先まわりして言づてやることが多いですか

いいきかせ1る、

叱 る1

罰を与える、

放っておく』

無記入

23　　38』3

35　58，3
6 10，0

2・3．3

15　　34，9 14
37．8

2967・4195142 　4．7　　3　　8．1

3　　7．0　　 1　　2．7

　　　　　1　217

多　い

時々 ．、はr

少　ない1
な　い1’

無　記入．

10　16．7

17．28．3　15．∫34．9

「13乙　21、7　．17！3915

16※26‘7　　10　23．3

・4∴　6，7　　1』　＿2．3

ト

　2　5．4
12 32』樗i

1745。9’

　6　16．2

12）子ども歩指さレたり～ アーアーと要求する時に礪ど

　うすることが多いですか

19）子どもが人に何か聞かれてもアう』凍』ぐ答えられな昏

　時はどうするごとが多いですか・

ことばで答えながら・・5998，3 41・ 5．3 37100』0応じる
黙って応じる 　　1 ・1‘7　24．7

．13）子どもが何か言っても よくわから・ない時にをよどうす

ることが多いですか’
よく閏ヤ》てわかっ絞　27

45ト0やる…一甲

あれこれ察してやつ　．325313
てやる
とりあ疹ず放づてお’ 　1．7
く

無記入

※30 69‘8　24 64．9

12　27．9

1　2．3

U　29，、7

2．7

2』7

14） 子どものレ）うこ，とに面白そうに相槌をうったり 関心
　をもづてきヤ・てやりまずか

いつもそうする

暇な時はそう する

無 記入

31　51．7

27　45．0

2　3．3

24　55．8

19　44．2

24　64。9

工3　35．1

15）不完全なことばや，ことばの一部だけを言うような

　時はどうしますか

理解し， 正し疑こと
で答える

3888．4 29
78．4

そんな云い方ではわからないとヤ・う．

3　5．0

注意して言い直しざ
る

3　5．0 5　11．6 7 18．9

無　記、入 14　23．3 1　2．7

力の発達との関遮をうかがうことができるす

　一13）子どもが何かいづてもわからない時にはプ・1歳

前半ではあれこれ察してやってやることが多いがズ1歳

後半以後はよく聞いてわかってやるように努めるどいう

態度恭多二くなり，子どもめ発達によ1り母親の応待ゆレか

たに明らカ、な差が認められているo

　』15）不完全なととばや2ヒとばの一部だけをいうよ

鱗時は・いrうこと輝雛てやり正しべと顧箪
るというものガ斗大部分を古めているが，注意していい

直しをさせるとい．う、ものは少数ではあるがラ子どもの発

逮に伴って多く雰う傾向をみ！量ている。．．

　一16＞ 子どもが語すよケな幼児音を時々はまねるとヤ》

う．ものが，1歳段階では多いがン発達に従い正しい発帝

で話すというものが増加している。しかし』

、〒17）gように木部令炉幼児語を使ρており・勢犀謁

は使わないというものは少数である。・ ．　ン

　ー18）一19）にみられるように，子どものいうこ とが・

準どたどしい。人に何か閥期れてもpうまく答えら匙欺

恥01などの場合の，親のとる態度には，発達にょ蚤変化

はあまりみられずンどのような態度をとるかは親の性格

によるむのであろうと恩われるo『

　一20）発音が不正確でもことばが不十分でも気軽に話

すようにしむけるというものが大部分を占めて炉るが5｝

　一23） ことをまづカ、ヤ・につヤ・でほとんど注意・しな》・ と》㌔

』うものは極めて少数である。一』

一注03肖
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：20）発音溝不正確でも，ことばが不十分でも，気軽に話
　せる方カミよヤ・と思ヤ・ますカ、

28）赤ちゃん扱いされることが多いですか

r気軽に謡すようしむ
ける

、正確に喜毒すようしむ
ける

：無記入

41　68．3

12　20，0

7　11．7

38　88．4

3　7．0

2　4．7

31　83．8

6　16．2

多　い 1016．？※1　2．3 1　2．7

ふ　つ　う 31　51．7 21’48．8 18　48．6

少　な　い 15　25．0 21　48．8 18　48，6

無　記　入 4　6．7

，21）お母さま（子どもによく接する人）は早口ですか 29）子どもの世話を，

　すか

わずらわしいと思うことがありま

早　口

、
ふ　つ　う

6　　10．0　　　3　　7．0　　　5　　13，5

54　　90．0　　40　　93．0　　32　　86，5

．22）お母さまは口数が少ない方ですか

，思うことがある

思わない

34　　56，7　　28　　65．1　　23　　62．2

26　　43．3　　15　　34．9　　14　　37．8

よく驕す方』

　つ　う

　口

4　6。7

1　85．0

　8．3

※12　27．9

9　67．4

2　4，7

8　21．6

7　73，0

　5，4

．22）ことばづかいに戴をつけて注意しますか

30）買物，散歩，戸外遊びなどにつれだすことが多いで

　すか

多　い

ふ　つ　う

少　な　い

33　55．0

24　40，0

3　5，0

31　72．1

11　25．6

1　2．3

26　70．3

11　29，7

やかましく注意する 6　工0．0 1　2．3 1　2．7

ふ　つ　う 34　56．7 35　81．4 34　91．9
ほとんど注意しない 12　20．O 6　14．0 2　5．4

無　記 入 8　13，3 1　2． 3

．24）子どもが語しかけたり，何か尋ねても，忙しいから

　後で，などいって相手をしないことが多いですか

多　い

　な　い

　記入

6　10．0

5　75．0

　工5．0

2　4．7

0　93．0

　2．3

5　13．5

2　86．5

31）友だちあそびをよくさせますか

よくさせる 14　23．3 14　32．6 15　40，5

ふ　つ　う 26　43．3 16　37．2 6　16．2

少　な　い 17　28．3 12　27．9 15　40，5

な　い 1　工．7 1　2．3 1　2．7

無　記　入 2　1．7

32）子どもがつきまといたがる時にはどうすることが多

　いですか

125）子どものすることに制限や禁止をすることが多いで

　すか

多　い

　つ　う

　な　い

9　15．0

9　65．0

2　20，0

4　9．3

3、76．7

　14．4

5　13．5

4　64．9

　21．6

26）子どものすることを賞めたり励ましてやることが多

　いですか

都合をつけて相手を
する 31　51．7 1534．9 16　43．2

時には相手をする 27　45．0 28　65．1 21　56，8
相手をしない 1　1．7

無　記入 1　1．7

33）ことぱというものは特に話しかけてやらなくても時

　期がくれば自然にでて来るものだと思っていましたか

・多　い

1ふ　つ　う

／無記入

37　61．7

20　33．3

3　5．O

32　74．4

11　25．6

26　70．3

11　29．7

は　い

い　い　え

考えたことがない

重要だというものは，

24　40．0

33　55．0

3　5，0

17　39．5

22　51．2

4　9．3

17　45．9

20　54．1

27）子どものすることが危なっかしくて心配で世語をや

　いた窮手助けすることが多いですか

子どものことばの発達について親

多　い

ふ　つ　う

少　な　い

無記入

9　15．0

27　45，0

22　36．7
2　3．3

4　9．3

23　53．5

16　37．2

4　10．8

20　54．工

13　35．1

　また（33）のことばは特に譜しかけてやらなくても，時

期がくれば自然に出て来るものだと思っていたというも

の，ことばの罪達には大人からの詔しかけが大切だと考

えているものが相半ばしている。大人からの話しかけが

がもつ役割をかなりはっきり意識しているものと考えら

れるがン時期がくれば自然に出て来ると思うというもの

の中には，自然に生活していれば特別な言語教育の必要

はないというものと，ことばの発達についての親の役割

を意識していないものとが含まれているようである。

　一24）～一32）にみられるように，子どものすること

を制限 したり禁止したりすることは少なく，賞めた勢励

家したりする；とが多い。心配で世話をやいたり手助け

ナること赤ちゃん扱いすることは少ない。買物，散歩ン

戸外遊びにつれだすことは多く，子どもからの話しかけ

や要求に対してはよく相手をするなど，全般的に好まし
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い関係が保たれている。しかしア反面で729）のよう に

子どもの世話をわずらわしいと思うことがあるというも

のが60％前後みられているgは予想外であったo

2．子どもの出生順位と親の態度

　子どもの幽生順位，性別などによる親の態廣の違いを

検討した結果，第1子と2，3子である場合には第3 表

に示した項目に明らかな差が認められた。すなわちン 5）

子どもといっしょに遊んだり話したりすること∋6）外出

した時に興味をもちそうなものをみつけて話しかけるこ

と，話をきかせた勢本を読んであげること，など子ど

もへの働きかけはいずれも第1子の場合に多くなってい

る。また夕第2，3子では19入に何勉閥かれてもうま く

答えられない時黙って見守るものが多く，ことばの発達

はン時期がくれば自然にでてくるものと思っているもの

が多いなど，子ども外の接し方はン第1子ほど強い関心

曝示さないがン見方によっては余裕ある態度とも見るこ

とができる。

　この他フ有意差はみられないが子どもが何かいρても

よくわからない時ン第2．3子ではよく悶いて1わかるよ

うに努める，がやや多いのに対し，あれこれ察してやっ

てやるものの割合が第1子に多く，子どものすることに

制限，禁止をするごとが多いというもの，また磨赤ちゃ

ん扱いされることは少ないというものも第1一子の方に多

い傾向がみられているo

　性別により比較すると， 子どものこどばの発達が早い

第3表一1　第1子と第2 ・3子間の親の態度の差
　　　　　　　　　　　　．（奪令段階　1ゆゲ1：5）

5）　こどもと曳・っしょに遊んだり話したりすることが多

　いですか

と感じてめるものは女子の方にゃや多㍉ 年齢浮すすむ・

にしたがってこの傾向が現われて来る。

．具体的な生活場面での親の態度1；は，悔別による葦が

認められなかった。しかし♪いっしょに童謡をうたった．

り2レコードを聞いたツすることは女の子の方に多くン

子どものいうことがたどたどしくて待っていうれず先ま1

わりしていうことは男の子の方に多い傾向が・各年齢段

階を通して見られた。

3．正常発達児と音語発達遅滞児の親の態度

　さきにも述べたよう壱も言語発達に遅れを生じてい昼

子どもに対する場合，不安やあせりのためにともすると＝

第3表一2 第1子と第2・3子間の親の態度の差
　　　　　　　　　　　　　（年齢段階1：6～1＝11〉

6）外出した蜷，子きもの興味をもちそうなものをみつ・

　けで話しかけることが多いですか

・i第・子 N干271第203舌一、6／
を

多　い

ふ　つ う

少　な　い．

19　　70，4

7　 25．9

1　　3．7

5　　31．3・

9　56．3

2　　12．5

8）お話をきかせたウ，本を読んであげるような相手を

　よくしますか

すすんでする（多い）

子どもめ要求があれば

少 な　い

13　　48．1

11　　40．7

3　　11．1

2　　12．5L

12 75．0．

2　　12，5ら

1第・子N－3gl第2’3養一21

4　 19．0

15　　71，4

2　　9．5

33）． ととばというものは特に話しかけてやらなくても時

　期がくれば自然にでて来るものだと思ってい求したか

多い
ふ　つ　う

少　な　い

20　　51，3

18　　46．2

1　　2．6

は い

いンい　え1

考えたことがない

91

33．3
17 　63．0

1　　3．7

8　150．0

5　　3L51
3　　18．8

ぞ

6）外出した時，子どもの興味をもちそうなも璽をみつ

　けて話しかけることが多いですか

5　　23．8

14　　、66．7

2　　9．5

第3表一3　第1子と第2。3子間の親の態度の差
　　　　　　　　　　　　（年齢段階　2：0酎310）

8）お話をきかせたり，本を読んであげるような相手を、

　よくしますか

多　い．

ふ　つ　う

少　な　い

23　　59．0

15　　38．5

1　　2．6

19）子どもが人に何か聞かれても，うまく答えられない

　時はどうすることが多いですか

代っていう
ゃんと言いなさいと
意

17　　43，6

　2．6

工　　4．8

　　28．5

黙っでみまもる 11　　28．2 9　　42．3

無記入　． 10　　25．6 5　　23．8

◎〉、ヤ・っしよに童謡をうたったり・レコードを醐v’たり

することが多いですか

多　い

ふ　つ　う

少 な　い

7　　36．8

5　　26．3

7　　36．8

4　 22．2

13　、　．72，2、

1　　5．6．
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第4表一1　正常発達児（110－1＝5）と言語発達

　　　　　遅滞児（2：0～3：0）の親の態度の員：較

4）ことばを言わせようとして口まねさせることが多い

　ですか

　　　　　　　　　　　N＝60　　　　　　N＝41

第11集

正常発達児 言語発達遅滞児

多　い

　々

　な　い・

　記　入

5　　8．3
7　　78．3

　　13．3

27　　65．3

　　7．3

　　22．0

　　4，9

18）子どもの書うことがたどたどしくて待らていられず

　先まわりして言ってやることが多いですか

多　い

時　々　は

少　な　い

な　い

無記入

10　　16，7

17　　28．3

13　　21．7

16　　26，7

4　　6．7

5）こどもといっしょに遊んだり結したりすることが多

いですか

21）お母さん（子どもとよく接する人）

早　口

ふ　つ　う

6　　10．0

54　　90．0

10　　24．4

13　　31．7

7　　17．1

2　　4．9
9　　22，0

は早口ですか

12　　29．3

29　　70．7

28）赤ちゃん扱いされることが多いですか

多　い

ふ　つ　う

少　な　い

無記入

24　　40．0

33　　55，0

3　　5．0

8　　19．5

27　　65．9

5　　12．2

1　　2，4

多　い

ふ　つ　う

少　な　い

無記入

10　　16．7

31　　51，7

15　　25．0

4　　6．7

15　　36．6

14　　34．1

10　　24，4

2　　4．9

g） ヤ・？しょに亟謡をうた？たり）．ヒヲードをきい之り

　することが多いですか・

29）こどもの世話をわずらわしいと思うことがありまず
　か

多　い

．ふ つ
う。

少　な　い

無　記入

18　　30．0

29　　48β

12　　20，0

1　　1．7

6　　14．6

18　　43，9

17　　41．5

、思うことがある

思わない

無記入

34　　56．7

26　　43．3

14　　34．1

24　　58．5

3　　7．3

10）朝晩のあいさつ，外出，帰宅などに子どもにも声を

　かけてあげること が多いですか

多　い

少　な　い

無記入

53　　88．3

6　　10．0

1　　1．7

25　　61．0

15　　36．6

1　　2．4

16）子どもが話すような，幼児音をまねて使いますか

まねて使う

時々はまねる

正しい発音で語す

無記入

2　　3．3
36　　60．0

19　　31．7

3　　5．0

4　　9．8
16　　39．0

13　　31．7

8　　19．5

かわせようとする無理な働きかけが多くなったり，逆に

どうせわからないからと子どもの言語活動の機会を阻ん

でしまうような傾向が見られることは，日頃母親との面

接で経験的に感じている。ここでは奥体的場面での親の

態度にどのような差があるかを検討した。

まず・言語発逮遅滞児を3歳未満と3歳以上に区分し

鰯齢により親の接し方を比較したが夕いずれの項目も差

が認められなかった。　（との2グループ間の発達指数の

分布には大きな差はみられない。）

　正常児の場合は，子どもの発達により親の接し方に変

化がみられるものが数項目認められたが，言語発達遅滞

児の場合にはこの変化がみられない。これは子どもの言

語活動のレベルにあまり変化がみられないということに

も起因すると思われるが，子どもの生活全般に対する親

の態度に違いがあるためであろうと考えられる。

　次に，正常発達児と言語発逮遅滞児に対する親の態度

を比較した。子どもの発逮年齢を揃えるためにン正常発

達を示す1：0～1：5段階の子どもと言語発達遅滞の2

：0～3＝0段階の子どもを，正常発逮の1＝6～1：11験

階の子どもと言語発逮遅滞の3＝0～4＝0の子どもとを

それぞれ比較した。

　第4表1～2がこの両者間で差のみられる項目である

が♪第4衷一1よりも第4表一2の方に差のみられる項

目が多くなっている。いいかえれぱン同じような発達段

階であっても子どもの年齢が長ずるにしたがってン正常

発達児と言語発逮遅滞児に対する親の態度の逓いが目だ

って来ると考えられるo

　また，この表から読みとれることは，言語発達遅滞児

に対する場合は，ことばそのものに注目して，口まねさ

せる，注意していい直しをさせる，幼児音や幼児語は使

わない，などが正常発達児の親に比べて多いのに封し，

子どもの興味をもちそうなものをみつけて語しかける7

家庭内で簡単なことづけや手伝いを頼む，本をよんだり

語をきかせる，童謡をうたったりレコードをきく，子ど

ものすることを賞めたり励ましたりするン散歩や外遊び

につれ出すなどの機会が少ない。また2子どもからの働
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第4表一2正常発達児（1：6～1＝11）と言語発渾

　　　　　遅滞児（310～4：のの規の態度ρ比較

4）；とばを言わせようと／レて口まねさせることが多い

　ですか

　　　　　　　　　　　N＝φ3　　 N手38
正醗齢降贈翻児

19　－　r、 5σ．0

4　　：10，5

12戸13L6
3　　7．9

12） 子どもが指さしたリナーアーと要求する時にはどう』r

　することカΣ多ヤ・ですカ、

多　い

時　々

iレ ない
i無 ・記・入

3　
．r

31　　72．1

8 　18，6

1　　2，．3

ことばで答えながら応
じる

黙ρて応じる

放っておく

無記入

41　　95．3

2 　4．7

27　　71．1

8　　21，1

2　　5．3－

2　　5』3

6）外出した蒔子どもの輿味をもちそうなも甲を遜つサ

　話しかけることカミ多V｝ですか

13） 詑騨何か妬∫駄くわからな嚇にはどうす
　ることが多いでず加 、　、，

多 い　．

　　ふ　つ　う

少　な　い

　r

24　　55．8

16　　37．2

3　　7．．0

1工　．28．9

21
　55．3

6　．15，8

よく聞いてわかってや
る
あれ一これ察してやる

とりあわずに放ってお・
く・

無 記入、

30

・12

6918

27．9

1　2，3’

14　
3618

21　5513r
1『　2．6

2　　5，3、

15）1木完全なζとぱやこと醸の一部だけ言うような時は

　どうしますか．
、、

7）家庭内で家族ぺの簡単なことづけやお手伝いを頼む

ことが多いですか

多　い

ふ rつ　』う

少 な　い

8）部話を聞力為せ＝たり，

　よ く．しますか．

16　　37．2

23　　　r』53．5　

4　　
9P3

9　　23，7

16　　42．1

13 　34．2

理解し1正しヤ・ことば
で答える1
そんな言い方ではわか
らなヤ・とヤ、う

注意して言い直しさせ二
る

無’記入

38、　88．4

5 『1L6

・25　65・＄

辱4r』　』1σ。5

7　　18．4

2　　5．3

本を読臓げるような相手を16）子どもが話すような幼児音脚て鯉抄

すすんでする（多い）

子どもの要求があれば

少　な　い．

無記入

・14 　　　32．6

輿
5558

5　・11．6

　4

塞
♂一＾

　1

10．5’

63、2

23，7

　2．5

9）いっしょに童謡をうたったリレコードをきいたりす

ることが多いですか

9　　23，7

16　　42．1

13　　34．2

まねて使う、 1　　2．3
r〆

4，．工O．5．．

時々は象ねる． 24「　55。8． 3　　7．9

正レい発音で謡す 19　44，2』 26　58．4

無記 入』 5 　13．2

17）幼兜語を使ってはいけないと考え，大人に話すよう

　なことぱを使いますか

多　い

ふ　つ　う

少　な　い

15　　34．9

22　　51．2

6　　14．0

かなり幼児語を使う

時々幼児語を使う

幼児語は使わない

12　　27，9

28　　65．1

3　　7．0

9　　23．7

18　　47．4

11　　28，9

10）朝晩のあいさつ，外出，帰宅など子どもにも声をか

　けてやることぷ多いですか

18）子どもの言うことがたどたどしくて待っていられず

　先まわりして言ってやることが多いですか

多　い

少　な　い

無記入

40　　93．0

3　　7．0

23　　60．5

14　　36．8

1　　2．6

11）子どもがやっていることを止めさせる時・なかなか

　止めない場合はどうしますか

多

時

少

な

無

ヤ、

々　は

な　い

い

記　入

15

17

10

1

34．9

39．5

23．3

2，3

9
17

2
3
7

23。7

44．7
5．3・

7．9

18．4

いいきかせる 15　　34。9 5　　13．2

叱　る 29　　67。4 28　　73．7

罰を与える 2　　4．7 1　　2．6

放っておく 3　　7，0 5　　13，2

無記入 1　　2，6

24）子どもが話しかけたり，何か尋ねても忙しいから後

でなどいって相手をしないことが多いですか

多　い

少　な　い

無　記入

2　　4．7
40　　93．0

1　　2．3

11　　28．9

23　　60．5

4　　10．5
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26）子どものすること を賞めたり，励ましてやることが
　多いですか

第11集

多　い

ふ　つ　う
32　74．4　19　50．0
11　　　25．6　　　　19　　　50．0

27）子どものすることが危なっかしくて心配で世語るや

　いたり手助けすることが多いですか

多　い

　つ　う

　な　い

4　　9．3
3　　53．5

6　　37．2

14　　36．8

6　　42．1

　　21．1

30）買物，散歩ン戸外遊ぴなどにつれだすことが多いで

　すか

多　い

　つ　う

少　な　い

31　　72．1

1　　25．6

　　2，3

18　　47．4

9　　50，0

　　2．6

きかけによく聞いて分かってやろうとする態度が少な

く，あれこれ察してやってやり，忙しいからと相手にし

ないこと夕赤ちゃん扱いされること，心配で世話をやい

たり手助けすることなどが多くなっている。

IV　要…　　約

　正常発達を示している1歳一3歳求での子どもの言語

活動に対する親の態度を調ベンー般的傾向を把握すると

ともに，発達による態度の変化をみようとした。

　一方2言語発達遅滞を示す2歳～4歳の子どもに対す

る親の態度を調べ7正常発達児に対する親の態度と比較

することにより，言語発達における好ましい態度を考え

ようとした。

　正常発逮を示す子どもに対する場合は，子どもの発達

に伴い親からの働きかけや応待のし方に次のような傾向

がみられた。

　年少時ほどよくわかるように話すことを心がけている

ものが多いσ

　ことばを口うつしにまねさせることは，成長するにし

たがって減少する。

　1歳6か月以後，家族へのことづけ，手伝いに参加さ

せることが多くなり，子どものいうことがわからない時

は，あれこれ察してやってやる態度からよく聞いてわか

ってやるように努める態度へ変っていく。

　子どもの成長に伴って親も正しい発音で語すものが増

加しているが，この年齢段階で幼児語を使わないという

ものは少数である。

　1歳6か月以後，赤ちゃん扱いされることは少なくな

膓友だち遊ぴの機会は成長とともに増加しているが，・

一方友だち遊びの機会が少ないというものも多くなって

いるo

　また，言語発達遅滞児に対する場合2生活全般にわた

り子どもへの働きかげが少ない反面，ことばそのものに

注目しての働きかけはむしろ多くなっている。正常発達

を示している子どもに対する態度では，生活全般にわた

っての働きかけが多く，子どもが活動する機会を与え，

子どもからの働きかけに対しては応答のある環境を作っ

てお窮かなP対称的であ窮子どもの年齢が長ずるに
したがって親の態度の差が目立って来ていた。
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